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RiceLandsin the Upland HillRegionsofNortheastThailand

- A Remarkon "RiceProducingForests"-

by
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NortheastThailandhastwotypesofricelands,oneonanuplandplainandthe

otheronuplandhills. TheformerhasanextensivedistributionbetweentheChiand

theMumrivers,whereasthelatterformsricelandpatchesofmuchsmallerscalein

themarginalzonesofNortheastThailand,asshowninFig.1. Thispaperconcerns

thelattertypeofricelands･

Eachricelandinuplandhillregionshastwofoldstructure,whichcompnsesrice

丘eldsonvalleybottom andthoseonvalleyslopesasillustratedinFigs2and3.

Riceもeldsonvalleybottom areflatandopen,andusuallytreeless. Theseare

】ong･established,wellirrigated,fertile(averageyieldsisca30tang/ra主)andstablefields.

Rice丘eldsonvalleyslope,ontheotherhand,aregradient,woodedandofveryrecent

opening,non-irrigated,less･fertile(averageyieldis10-20tang/ra主)andunstable.

A veryrapidexpansionandinvasionofrice-growlngPlotsintoforestareashas

resultedinunreglSteredrice鮎ldsonvalleyslopes,inthesesometenyears.Anexample

isshowninPhoto1,whichshowsanoticeboardreadingHforestreservationりina
plotwherericeisgrown.Regardingthisfact,"rice･growlngplotsinuplandhillsregions"

couldbecategorizedintothree;i･C.irrlgatedrice丘eldsonvalleybottom,andrain-fed

rice点eldsand"riceproducingforests"bothonvalleyslope,inwhichtheacreageof

thelastseemstobetoogreattobeneglected.

Thestructuralpatternofricelandmentionedaboveisnotparticularcharacteristic

totheuplandhillsofNortheastThailand,I)utitisapplicabletothemostofthe

marginalzonesoftheCentralPlainofThailandaswell･ Ifthisisthecase,40% of
totalricelandofThailandshouldbeaccompaniedwiththe"riceproducingfわrest"

andthisdisguisedricefieldsshouldConstituteenormousadditiontotheexplicit丘gures

ofrice点eldappearedonstatistics.

Ⅰ ≠丘陵上の水田〃とは

東北タイの主要部は平原と丘陵の混在した地形で 250万haの水田があるとされる｡ これら

水田の分布は Fig.1で示される｡

*京都大学東南アジア研究センター
** ァジア経済研究所
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Fig.1 Distributionoftwotypesofricelands;ricelandsonan

uplandp】ainandthoseinuplandhillreglOnS

Fig.1からみてとれることは,東北タイ水田の二つの分類についてである｡一つはChi河,

Mun河ぞいに発達する比較的連続的な水田である｡他の一つは, これら水田を取り巻いて斑

状に分布する小規模な水田群である｡前者は平坦,あるいはきわめて緩い起伏の段丘もしくは

平原状の地形上に立地する｡筆者らは,この地形上に分布する水田を ≠平原上の水田'Yと呼び

たい｡

一方,平坦な平原上の水田の周辺に分布する斑状の一つ一つは,緩い丘陵地帯中の地形的低

所に一致する｡いいかえれば,これらの小水田群は丘陵,あるいはきわめて低平な山あい水田

と考えてさしつかえない｡しかし,ここでいう丘陵もしくは低乎な山は,日本やインドネシア

あるいは雲南で人々が想像するような急峻なものではない｡仮に地形をその急峻さによって沖

積平野,平原,丘陵,山岳と分けた時に丘陵と呼んでしかるべきものを想像すればよいO筆者

らはこの種の地形を丘陵と定義し,その地域内にある水田群を ≠丘陵上の水口 ク と呼びたい｡

≠丘陵上の水田ク のひとつの単位の普通の大きさは,水田面積1万ha程度である｡この規模

は,日本の中国地方に発達するかなり大きい盆地よりは広いが,奈良盆地に比べると,その約
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1/3ほどである｡本稿で議論の対象にしたいと考えているのは,このような ≠丘陵上の水田O

についてである｡

H 二重構造を有する や丘陵上の水田/I

丘陵上の水田の代表的な一例は,ブリラム県 (ChangwatBuriram)プラコンチャイ (Pra-

khonChai)郡にある｡このプラコンチャイを実例として以下の記載と議論を進めたい｡

プランコンチャイの中心は北緯14035′,東経103005′にある (Fig.1で黒くぬりっぷされて

いる地域)｡ この地はタイとカンボジアの国境をなす ダング ･レック山脈の北面に広がる丘陵

であって,同山脈からの水を比較的豊富に受けうる｡水田部自体の形態は Fig.2に示される

ように,谷底幅 5km,水田部中の谷長さ 25km で,谷底部の両側に幅数 km の緩傾斜地を拡

げている｡

Fig.2が示すごとく,丘陵上の水田の特性は構造の二重性にある｡この二重性は,基本的に

は地形によって支配されているが,それが喚起する諸性質は広範にわたる｡プラコンチャイの

水田は,地形が支配するこの二重性がみごとに模式的に集約されている実例であるので,Fig.

3にそれを示した｡農業上の観点からは次の5点に分解して読みなおすことができるであろう｡

a) 丘陵上の水田は地形的には,水平な谷底田と,傾斜をもつ山腹田とに対置することが可

能である｡

b) 景観的には,前者は木のない開けた水田に対応し,後者は木の多い水田に対応する｡

C) 谷底田では漆鶴用水路密度が高いが,山腹田では水路は原則としてない｡

d) 谷底閏では平均30タング/ライ*の収量があり, 山腹田では 10-20タング/ライ しかな

い｡しかも前者は安定した収量を示し,後者は不安定な収量を示す｡

e) 前者は古くから開けている水田であるが,後者はごく最近の開墾日である｡

以下に続く2葦で,上述の二つの対置的な地形上の水田のそれぞれについて,少しくわしく

記載 したい｡

Ⅲ 谷底の古い潅瀬田

いかに鈍感な旅行者でも,ひとたびその見分け方を教えられたなら,まず間違うことなく,

谷底の水田と山鹿の水田を容易に識別することができる｡理由は,二つの型の水田の間には,

きわめて排他的な景観上の違いが存在するからである｡

山腹の傾斜水田上には,ほとんど例外なく,きわめて多くの自然の樹木が残されている.一

方,谷底の水平田には原則として,立木はほとんどない｡少なくとも自然のあるいは野生の樹

*タング-207,ライ-0.16ha
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匠∃ AmphoePr(コkhonChol

針 声 crosssection,seeF･g･3

Fig.2 RicelandsinAmphoePrakhonChaiasof1930. Thisshowsthat
the topographystronglycontrolsthelanduse;rlamelyricegrowlng

wasmadeonlyonvalleybottoms,leavingvalleyslopesasopenforests.

(preparedbasedontheRTAMS'stopographicalmapsof1:50,0002')

木は一本もない｡時に見られる立木は,サケ- *1(Combretum quadrangulare),竹*2,パ ル

ミラパーム*3,ごくまれにはチャムチェリー*4(Enterolobium Saman)であり,その出現頻度

もきわめて低い｡しかもより特徴的なことは,すべてが畦畔上や水路ぎわに人為的に植えられ

ているということである｡この種の,原則的には木を持たないあるいはもったとしても植えら

れた木しかない開けた風景は,人々に圧倒的に広い水田地帯という印象を与え,水田以外の何

物をも想像させない｡

さらに,より綿密な観察者なら,そこに発達した濯献納のあることに気がつく｡例えば,プ

ラコンチャイの町からバン郡 (AnphoeBanKruat)に通ずる遺ぞいには,水路もしくは自然

の流れが平均 300-400m 間隔で見られる｡水路はほとんどが幅 1m から 1.5m 程度のもの

である｡自然流は川幅 10-12m 程度のものである｡道路ぞいには,これらとは別に幅 5m の

水路が掘られていて,これが排水路の役目を果たしているO もっとも目立つことは,自然の流れ

に,丸太とソダと土で作った小規模なセキが多く作られてあることである｡このセキで自然流の

水位を 30-50cm高め,水路に導水できる仕組みになっている｡ つまり,この谷底では,技術は

たとえ近代的でないとしても,実に手のこんだ港翫設備が全域にわたってととのえられている｡

*1 家庭で薪として用いるために植えられる
*2 各種細工用

*3 昔は砂糖の主要原料
*4箱用材として最適
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Fig.3 A crosssectionofricelandin AmphoePrakhon Chaiasof
1972,showingatwojoldstructureofthericelands;ricelands
onvalleybottom andthoseonvalleyslopes.

元来,プラコソチャイの水田域程度の規模の谷筋であれば,その地形 ･水利条件は小規模濯

概に通していると言いきってよいであろう｡理由は, 第 1に谷底を ほぼ谷の延びと平行に分

流*5する流れは,自然の状態ですでに谷幅いっぱいに水を配分する機能をもっているからであ

る.しかも,通常,このような谷地で見られる 1/1000-3/1000という谷底匂配は,水が流れ

るに充分大きな傾斜であり,しかも,小さな営力で充分な水量をダム ･アップするのに大きす

ぎない程度の傾斜といってよいであろう｡ちなみに,タイ国で,伝統的な濯献納で著名な北タ

イのチェングマイ (ChiangMa主)盆地では漕鶴田全体の平均勾配は1,7/1000である｡

要するに,谷底の水平田は,もともと水がかりのよい場所であり,その上になお水管理が注

意深く行なわれている｡こうして現在では,安定した,見渡すかぎりの広い水田らしい水田に

開けているのである｡

ふつう平均的な条件の所では,稲は軍丈 1.2-1.4m,収量30タング/ライ,時に40タング/

ライぐらいと見受けられる｡やや高位で水の健の悪いと考えられる所では,草丈0･7m ぐらい

*5 この種の地域の谷は多かれ少なかれ扇状地的性格をもち braidedstreamsが発達する｡
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の短いものまで見られることがある｡ こうした所では,収量は20タング/ライ程度にまで低下

する｡

Ⅳ 山腹の新しい天水田

密に残された自然の樹木の下に,山腹の天水田は,やや乱雑に広がり,疎林の中に即席に開

かれた水田という印象を人々に与える｡樹木の種類は,多種にわたるようであるが,筆者らに

特に印象的に映るものは,サベーング (Dipterocarpusintricatus)とラング (Pentacmesia-

mensis)の二種である｡樹種のいかんにかかわらず,立木は胸高南径 15-30cm程度のものが

80%以上を占める.立木間隔は普通で 20-80m,一部では 5-10m 間隔というのもある｡自

然の立木として当然のことながら,これらは畦畔上といわず,圃場中といわず,いたる所に生

えている｡ このような立木の問に,水田の一枚一枚は,かなり小さな区画で (平均20mx30m

程度)分布している｡下の Photo.は,この立木の多い天水田を示す｡

このような山腹の木の多い水田には,いかなる漕翫施設もない｡雨水利用のためにあるもの

は,畦畔とその区画内が比較的水平にならされているというだけである｡しかも,そこに生え

ている稲はたいてい貧弱である｡特に水田が林と接する周辺部ではその貧弱さは極端である｡

たとえば稲の一部が枯死していることから,もともとは植付のあったところとわかるようなこ

ともある｡このように水田は林の仁恒こ立ち消えるがごとく消滅していることが多い｡こうした

景観は,それを見る人々に,いわゆる ｢水田｣よりも ｢林｣を強く連想させるものである｡

こうした景観は,開田過程に関する一つの示唆を筆者らに与えるOすなわち,もともと山腹

一帯は巨木を混じた林であった.ところが,伐採業者によって巨木が切り出された際に,同時

に森林に手が加えられた｡道路もできた｡伐採業者が去ったあと,農民が一度手の加えられた

林の下生えを刈り取った｡こうして比較的水利条件の良い所に稲が植えられるようになった｡

Photo. W｡odedriceland. Noticethatatreeinthemiddlehasa

slgnboardreading "forestreserve".
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要するに,山腹の天水田開田は,林業の落穂ひろい的現象であり,林業の延長とさえ考えて

よいのではなかろうか｡ちなみに,山腹田の周辺には,積み出しを待って遺ばたに横たわって

いる巨木を今でもしばしば見かける｡

ところで,この種の山腹天水田が,いつごろから生じだしたかについては,直接の情報はな

い｡ただし,明らかなことは,たとえば Fig.2に見られるごとく,1930年頃にはこのような

水田は全く存在していなかったことである01954年測量の地図4'でも一部の例外的な開田を除

いては,今日みるような広い分布はない｡1972年の現在,なお開墾進行中の所が時に見受けら

れるという事実などと考え合わせると,山腹天水田の開田は,きわめて近い過去に,かなりの

速度で進行し,現在もなお進行しつつあると考えてもよさそうである｡

今回の調査旅行中の印象と,数種の地図類の検討をもとに,古い谷底の港概図と,新しい山

腹の天水田の面積を比較してみると,東北タイの山間盆地にかんするかぎり,この比率は1:1,

もしくはそれより後者のほうがやや多いくらいにまで,天水田面積が増えてしまったのではな

いかという結論が出てくる*｡

こうした天水田のほとんどには草丈0.8-1.2m収量10-20タング/ライ平均と観察される稲

が植付けされている｡しかも収量は年による差がかなりありそうなことを感じさせる｡

Ⅴ ｢産米林｣の存在

丘陵上の水田が,谷底の港鶴田と山腹の天水田という二重構造をもっていることは,すでに

述べた｡しかし,ここでは,これを修正して,実際にはそれが少なくとも農業統計的にはより

複雑な構造になっているということを述べたい｡

結論から先にいうならば,天水田をさらに二分して,次の模式に示されるような三類型を設

けようというのである｡

地輿望担区分 農業統計的区分

地形的に山腹天水田と規定した地域をさらに二分する理由はこうである｡山腹天水田のすべ

てが,はたして ｢水田｣として登録されているか否かが疑わしいからである｡農民の話では,

｢米を作ることは許されているが, この水田中の木を切ることは禁止されているEf]｣というの

がある｡また別の例では,水田に生えている立木に,｢保護林｣という森林局の表示板がかけ

*この点にかんしては別に発表するつもりである｡
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られていた (Photo.参照)｡ こうしたことは筆者らに,米を作っている所の内の少なくとも

一部は ｢林地｣として登録されているのではないかという疑問を感じさせる｡

このような未登録の水田のおこりうる可能性は,最近まで林であった所に,近年急速に米作

りが侵入してきたという事実を想起すれば,比較的容易になっとくできるであろう｡そして,

地租支払いを考えあわせると,｢産米林｣の存在の可能性は さらに大きくなる｡ つまり,｢林

地｣を ｢水田｣に登録変更すれば,当然この土地に対して農民は地租を支払わねばならないこ

とになるからである｡

｢産米林｣の成生過程は具体的には次の二つのケースがありうると筆者らは考えているOす

なわち,第 1は,合法であれ非合法であれ,国有林中に米作りが侵入してしまった場合である｡

第2は,米作が行なわれていても,米作以外の要素,たとえば薪刈り場としての意味が重要視

され,したがって人々がそれを水田と意識しない場合である｡ 米により敏感な人には水田と見

えるが,立木により意識を集中する人には林と見えるくらい木が多いという事実から,第2の

ケース0)おこりうる可能性は充分に想像されるであろう｡ 第1のケースと第2のケースが,ほ

ぼ同時に起きていることもありうるであろう｡そしてさらにつけ加えるべきは,未登録水田の

発見は,通常,外部者の調査では至難であるという事実である｡不注意な観察者なら,たとえ

航空写真を利用しても,それを林と見誤るだろうし,道路からの観察では,なおさらそれを林

と誤認する確率が多いからである｡

か くして,筆者らは農業統計上の分類を考慮して,水田を三分類する｡濯翫田と天水田のい

わゆる ｢水田｣以外に,｢産米林｣の項目をもうける必要があるのではないかと,考えるので

ある｡

｢産米林｣はしかし,それが尖にうつろいやすく,とらえ難いものであることを追記してお

かねばならない｡今年 ｢林｣である所は,その翌年にはひとたび稲さえ植えられれば,｢産米

林｣になる可能性があるし,また今日の ｢産米林｣は,いっかの時点で水田として登記され,

同じものが, ｢天水田｣になりうる可能性もあるわけである｡一口でいえば,それは山腹天水

田の外縁に存在する短命なまぼろL的米産域ということができる｡

あ と が き

｢産米林｣の類型を設けることで,いろいろ重要なことが明らかになってくるかもしれない｡

たとえば,反当収量の再検討の必要性ということである｡この十数年の米生産の実情は次のよ

うに言えないであろうか｡

過去十数年間に ｢山腹の天水田｣と ｢山腹の産米林｣の面積が著しく拡大した｡したがって

それは ｢絶壁産景｣の増人に大きく寄与したO しかるにもし,｢産米林｣が ｢水田｣面積にか
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ぞえられないなら, ここから単純にいいうることは,｢見かけ反当収量｣の増大という結論で

ある｡

実際に現存する水田を観察してみると,例えば,プラコンチャイ地域の場合,地域全体とし

ては,不安定な山腹天水閏の加入分だけ,近年の反当収量が以前に比して低下しているのでは

ないかというのが偽らざる実感である｡そして,この反当収量減少の傾向は,今後山腹上の水

田面積の比率が増大すればするほど,より顕著になってゆくのではないか とさえ考えられる.

この実感と統計が教える数字とのギャップは あるいは,｢産米林｣導入でうめられるのではな

いだろうか｡

最後に,本稿では東北タイの ≠丘陵上の水間〃についてのみ議論したが,同じような変則的

な外縁部をともなう二重構造は, 中部タイでは Fukuil' の "water de茄cient foot hillsり

(Takaya3'の Fan-terracecomplexarea) にもあてはまることを,ここでは付け加えておか

なければならない｡このことはタイ国の全水田面積 650万haのうち,約 250万haすなわち40

%弱が同じような構造をもち同じような問題をもつことを意味するものである｡
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